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2023年 12月 9
於 矢来能楽堂

(土)13:30開演

.蠅
1書麟i  

“

ll:|:|:li11:1':1:口・・
″ 1:爾 I

.■  1
1.』

L 」

」

‐■L
■
リ

‐
亀‐rザ
コ′

「

Ｊ
Ｊ

〕「
1

ノ
ヨ で ん ぶ

「 Lar
'ヽし‐ .

■BL_
亜

=醸ri_

′

第 2
「

=竜嘔麟■‐

ご

r
L

葛 鷹

L壼赳

ヒ

ヒ

Ｚ

し́六
ノ
」亀
甲

ヽ
ノ
駐ず
重

【
劇
調

『腰
檬

F
腐
げヽ

0ヽ呼
耐

ご
み
σ

↓本
口

′

―プ
~

″

_″″r―~″

´ヽ

一

．

・

・　　　
・　　　　
・　　　　　　　　　　　　　　・　．　　　　・

・．一ヽ
』
　］
　］
　］
　］
　「
　「

．
一

・
・
●
・一・■
口
´
―

〓
日
〓
Ｆ

贔
ゝ

ゝ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

『
一回園

L
圏F「
3ヽ

′
_・

「

●
●

`:珈■  ● ■
~獨

い
― Fヽ

|‐■海 璃P

」ビ瓢逸

ぼ」L

ミ

■

:

¬

」

扮

ロ

一
一

能 「楊責妃」味方玄
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「
楊
二貫
妃

台
留
」
よ
う
き
ひ
う
て
な
ど
め

中
国

・
絶
世
の
美
女
、
楊
貴
妃
と
玄
宗
の
悲
恋
を
白

楽
天
の

「長
恨
歌
」
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
金
春
禅
竹

の
名
作
で
す
。

唐
の
玄
宗
皇
帝
は
、
寵
愛
し
て
い
た
楊
貴
妃
を
失
っ

た
悲
し
み
の
あ
ま
り
、
あ
る
日
、
方
士

（仙
界
の
術
を

使
う
者
）
に
楊
貴
妃
の
魂
の
行
方
を
探
し
出
す
よ
う
勅

命
を
下
し
ま
す
。

皇
帝

の
命
を
受
け
た
方
士

（
ワ
キ
）
は
天
上
界

か
ら
黄
泉

の
国
ま
で
訪
ね
歩
き
、

つ
い
に
常
世

の
国
・
蓬
来
官
で
、
所

の
者

（
ア
イ
）
か
ら
楊
責

妃
は

「太
真
殿
」
に
居
る
と
聞
き
出
し
ま
す
。

大
真
段
を
訪
ね
た
ガ
士
が
官

の
内

に
声
を
か

け
る
と
、
そ

の
懐
か
し

い
声
に
、
当
時

と
変
わ

ら
ぬ
美
し
さ
の
楊
貴
妃

（
シ
テ
）
が
姿
を
現
し
ま

す
。
方
士
が
皇
帝

の
悲
歎
に
く
れ
る
様
子
や
深

い
想

い
を
伝
え
る
と
、
楊
責
妃
も
今
な
お
玄
宗

を
恋

い
慕

っ
て
い
る
と
告
白
し
、
自
分

の
形
見

と
し
て
か
ん
ざ
し
を
差
し
出
し
、
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
が
真
実
で
あ
る
証
し
と
な
る
よ
う
、
七
タ

の
夜
、
玄
宗

と
二
人
き
り
で
交
わ
し
た
比
翼
逹

理
の
誓

い
の
言
葉
を
も
方
士
に
託
し
ま
す
。

そ
し
て
、
昔
を
懐
か
し
ん
で
舞
を
舞

い
、
方

士
が
去

っ
た
後
も
、
た
だ

一
人
そ

の
場
に
留
ま

る
の
で
し
た
。
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観世流シテ方 味 方 玄 みかた しずか

1966年、京都にて能楽師・味方健の長男として生

まれる。幼少より父に手ほどきを受け、1986年、

片山幽雪 (人 間国宝)に 内弟子入門。幽雪 (九

世九郎右衛門)、 十世九郎右衛門に師事。

1991年 独立。2001年 「京都市芸術新人賞」

を受賞。2002年 KBS京都テレビにて能楽入

門番組 「能三昧」栓 28Dを 監イ像 出演。2003
◎Akashi Photos   

年新作能「待月 (つ きまち)」 の脚本を手がけシテ

を演じる。2004年 「京都府文化賞奨励賞」受賞。2023年 「第

44回観世寿夫記念法政大学能楽賞」受賞。2006年淡交社より『能

へのいざない』を出版。2011年重要無形文化財 (総合)認定。

2020年より伝統文化交流協会主催の講座、『花篭講座「能役者が語

る能の名品」シリーズ』(歌舞伎座花篭ホール)、『味方玄の能楽ちょっと

いい話。』(清澄庭園 大正記念館 他)を 継続中。

日程:2023年 12月 9日 (土)13:30開演/13:00開場
会 場 :矢 来 能 楽 堂 (東京・神楽坂)

チケット:全席指定 【一般申込み開始9月 25日 (月 )10:00～】
S席 8,500円 /A席 8,000円 /B席 7,000円 (※ Tpac会 員向け先行予約あり)

チケットお申込みC+イープラス      コ聾L璽 |

httpS:ノノepluSJpノdenbunnOhノ 鍾肇E層百
※ チケッ トは全国のセプンイ レブンまたはファミリーマー ト   Eヨ ヨL己FI=

にてお受け取 りいただけます。

【システム利用料】220円 /枚 (お 申込み時にチケット代金に加算されます)

【店頭発券手数料】110円 /枚 (店頭での発券時に別途お支払いください)

【コンビニ/ATM、 ネットバンキング (ベ イジー)振込手数料】220円 /件

※公演当日は必ず発券済みのチケットをご持参ください。

公演に関するお問合せ :伝統文化交流協会事務局

[E―rnail]Tpacdentobunka@icloud.com  [~「EL1 03-5789‐ 5202

セブンイレブン 神楽坂駅
矢来口●

ファミリーマート
く 早稲田 0 ● ト

早稲田通り O AKOMEYA

● 新潮社本館

●ファミリーマート

大久保通リ セプンイレブン ●

牛込神楽坂駅
Al出 口●

・d新宿 飯田橋 レ

東京 メ トロ東西線 「神楽坂」2番 出口 (矢来 口)徒歩 2分
都営地下鉄大江戸線 「牛込神楽坂」Al出 口 徒歩 5分

※駐車場はございません。近隣の有料 Pを ご利用 ください。

(矢 来能楽堂 :新 宿 区矢来町 60 TEL.03-3268‐ 7311)
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主催 :丁pac一般社団法人 伝統文化交流協会  特別協賛 :古典の日推進委員会・歴史街道推進協議会・ジャポニスム振興会
(Traditlonal Performance Arts&Culture association)
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